
住
宅
火
災
は
こ
う
し
た 

こ
と
で
起
き
る

　

2013
年
か
ら
の
住
宅
火
災
は
、

主
に
次
の
４
つ
の
こ
と
が
原
因

で
火
災
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１�

．
こ
ん
ろ
の
火
を
つ
け
た
ま

ま
台
所
を
離
れ
て
、
天
ぷ
ら

油
な
ど
に
火
が
着
い
て
出
火

２�

．
た
ば
こ
の
吸
が
ら
を
ゴ
ミ

箱
に
捨
て
、
紙
く
ず
に
火
が

着
い
て
出
火

３�

．
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
衣

類
が
落
下
し
て
出
火

４�

．
仏
壇
の
ろ
う
そ
く
が
倒
れ
、

そ
ば
に
あ
っ
た
可
燃
物
に
火

が
着
い
て
出
火

　
市
内
で
起
こ
っ
た
昨
年
一
年
間
の
火
災
件
数
は
９
件
で

し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
８
月
ま
で
に
９
件
発
生
し
、
す

で
に
昨
年
の
数
に
並
び
ま
し
た
。

　
今
年
の
火
災
の
特
徴
は
、
住
宅
か
ら
の
出
火
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
約
３
年
間
火
災
に
よ
る
死
者

は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
高
齢
者
が

一
人
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

火
災
予
防

防
災

を
考
え
よ
う

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
実

施
医
療
機
関
ま
た
は
施
設
で
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
限　

平
成
29
年
１
月
31
日

接
種
回
数

　

▽
13
歳
以
上
の
人
…
１
回

　

▽
13
歳
未
満
の
人
…
２
回

持
参
す
る
も
の　

被
保
険
者
証

や
運
転
免
許
証
な
ど
、
年
齢

が
確
認
で
き
る
も
の

注
意
事
項　

▽�

健
康
状
態
の
よ
い
と
き
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽�

①
、
②
に
該
当
す
る
人
で
、

実
施
医
療
機
関
以
外
で
の

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

予
防
接
種
券
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽�

③
に
該
当
す
る
人
は
、
実

施
医
療
機
関
で
の
み
無
料

で
接
種
で
き
ま
す
。

※
①
、
②
の
対
象
の
う
ち
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、
10

月
初
旬
に
無
料
券
を
郵
送
し
ま

す
。
接
種
時
に
は
無
料
券
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
③
に
該
当

す
る
人
は
、
必
ず
ゴ
ー
ル
ド
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
…
健
康
医
療
課
元

気
づ
く
り
係
（
リ
・
フ
レ
内
・
☎
４
７-

１
３
１
０
）
ま
た
は
健

　

康
づ
く
り
係
（
上
下
保
健
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
６
２-

２
２
３
１
）

▽�
府
中
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
に
関
す
る
こ
と
…
健
康
医

療
課
医
療
保
険
係
（
市
役
所
内
・
☎
４
３-

７
１
４
２
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

対　象 費　用

①
１歳から小学６年生ま
での子

実施医療機関が定
める金額から1、000
円を差し引いた額

②

65歳以上の人または60
歳以上64歳以下で心臓
や腎臓、呼吸器などに
重い障害などがある人

2,000円

③
府中市国民健康保険
ゴールド証被交付者と
その同一世帯の家族

無料
（同一保険加入者
に限る）　　

　４年に１度、大規模地震を想定した総
合防災訓練を行っています。
　４月には九州で熊本地震が発生し、多
くの人が被災されました。また、南海ト
ラフ地震の発生時には、府中市でも大き
な被害が発生することが予想されています。
　この機会に防災を考えてみませんか。
とき　10月16日（日）８時55分～12時
※雨天の場合は中止することがあります。
ところ　中須グラウンド
内容　警察・消防・自衛隊の救助機関、

医師会・社会福祉協議会・児童委員・
町内会の福祉機関、中電・ＮＴＴの関
係機関などが、避難訓練や救助、消火
など初動対応や応急対応、応急復旧の
訓練を行います。

　住宅用火災警報器は、消防法により、全ての住宅に
設置義務があります。
　また、設置していても古くなると電子部品の寿命や
電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあるた
め、10年を目安に交換しましょう。
◎主な設置場所

　 ▽寝室　 ▽階段
　台所に設置義務はありませんが、
設置するとより安全になります。　
◎点検

　少なくとも１年に１回程度は、作動点検を行いまし
ょう。音が鳴らなければ、次のチェックをしましょう。
　 ▽電池が正しくセットされていない。
　 ▽電池が切れている。
　 ▽故障している可能性がある。
◎注意事項

　 ▽ �ベンジン、シンナーなどの有機溶剤は絶対に使わ
ないでください。

　 ▽水洗いしないでください。
　 ▽ �煙の入口をふさいだり、傷つけたりしないように

してください。
　問い合わせ先　府中消防署（☎４３‐７１８３）
　　または小塚出張所（☎６２‐２１１９）

問い合わせ先　総務課
　 （☎４３-７２１１）

府中市総合防災訓練を行います 火災をいち早く発見するために有効！

住宅用火災警報器を取り付けましょう

実施医療機関・施設名 住　所 電話番号 実施医療機関・施設名 住　所 電話番号
有地医院 府中町 41-3670 池田医院 福山市新市町 51-2098

○ 和泉医院 府中町 41-2412 ○△ 石川クリニック 福山市新市町 51-8650
奥野内科医院 府川町 46-3500 ○ 新市ときながクリニック 福山市新市町 51-5007

○ 金光医院 府中町 41-2938 住井内科 福山市新市町 40-3030
◎ 唐川医院 中須町 45-4030 ◎ 瀬尾医院 福山市新市町 51-2169
◎ 川崎内科医院 高木町 44-6001 常金丸診療所 福山市新市町 53-8170
河村内科胃腸科 府中町 47-6300 ◎ 寺岡記念病院 福山市新市町 52-3140

▲ 北川クリニック 元町 45-4572 三島医院 福山市新市町 51-2103
佐々木内科 中須町 52-6555 井上小児科内科医院 福山市駅家町 084-976-4820

◎ 佐野内科医院 鵜飼町 45-5310 えきや外科クリニック 福山市駅家町 084-976-2222
△ せおクリニック 栗柄町 40-0246 △ 草浦医院 福山市駅家町 084-972-8885
○△ 高田耳鼻咽喉科医院 元町 45-2419 ○△ こどもクリニックむらかみ 福山市駅家町 084-970-1180
○ 谷医院 府川町 45-1188 ○● 小畠病院 福山市駅家町 084-976-1351
中川整形外科医院 中須町 52-3033 さくらの丘クリニック 福山市駅家町 084-972-2400
鍋島内科 府中町 41-2086 佐野内科胃腸科医院 福山市駅家町 084-976-1121

○ 楢崎外科医院 元町 45-2311 長外科胃腸科医院 福山市駅家町 084-972-6321
なんば医院 土生町 43-6336 内藤クリニック 福山市駅家町 084-977-1070
府中市民病院 鵜飼町 45-3300 ○△ のじまホームクリニック 福山市駅家町 084-970-1711

○ 府中中央内科病院 高木町 45-3200 ○△ 福山医療生活協同組合ふれあい診療所 福山市駅家町 084-976-4334
◎ ほそや内科クリニック 中須町 40-0780 松井内科 福山市駅家町 084-976-0500
● 宮下内科医院 元町 45-5811 ○ 南坊井上内科循環器科医院 福山市駅家町 084-976-0013
森信内科医院 広谷町 45-4041 ○△ もんぜんクリニック 福山市駅家町 084-976-2211
渡辺内科医院 府川町 45-8637 ○△ 山本クリニック 福山市駅家町 084-976-0051

○△ 介護老人保健施設あいあい 三郎丸町 40-1010 ○△ 石川医院 福山市芦田町 084-958-3931
△ 介護療養型老人保健施設みのり 元町 45-4571
三玉医院 上下町上下 62-3311

○ 府中北市民病院 上下町上下 62-2211

△…入院・入所または通院・通所者に限り接種を行います。
○…予約が必要です。◎…予約不要ですが、接種時間が限られています。
▲…４歳以上の人が対象です。●…13歳以上が対象です。

煙体験ができます
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防火のポイント

■こんろのそばを離れる時は必ず火を消す。

■こんろは過熱防止装置などの安全装置を有効に使う。

■たばこの吸がらは、水の入った灰皿に捨てる。

■可燃物の近くでストーブを使用しない。

■ろうそくの周りに燃えやすいものを置かない。

■大きめのろうそく台を使用し倒れないようにする。
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